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１．はじめに 

我々は，誘電泳動を利用した非接触の細胞操作システムの実現を目指している。生理食塩水等

の 1[S/m]程度の導電率をもつ溶液中の細胞には，電界強度の弱い方向へ力が働く「負の誘電泳動」

が生じ易い。これまで，平面四重極電極をはじめ六重電極等の多電極を用い，電極の電圧を個別

に変化させて，電界の極小点位置を制御することによる細胞操作１)や特定の細胞の分離２）等につ

いて報告してきた。今回は，Fig.1 に示す細胞分離後に回収するための輸送部分について，ハの字

型電極を連続的に配置するシステムにより，これまでより効率的な細胞の輸送が可能か検討した。 

２．実験方法 

幅 20[μm]，長さ 200～300[μm]の平面電極をハの字型にしたものを連続的に配置した。電極の

開口角度は 50～100°，開口部 50[μm]とした。なお電極はガラス基板上にクロム，金を連続蒸着

し，リフトオフ法により作製した。これに深さ 25[μm]，幅 200[μm]の PDMS 製流路を接着してい

る。細胞試料として自己採血器により指先から採取した血液を PBS に懸濁したものを用いた。電

極間にはピーク電圧 0.6～9.0[V]，周波数 2MHz の正弦波を印可した。 

 簡単なモデルから，電極間電圧に対するハは字の開口部からの

位置の電界強度を予想し，下流の電極間電圧を調整することによ

り，下流の電極間内へ細胞が移動する条件を検討した。 

３．結果および考察 

開口角度が 50°の場合の観察結果の１例を Fig.2 に示す。上流

の A 電極の電極間電圧 5.0[V]，下流の B 電極のそれが 0.6[V]のと

き，図中に示された赤血球はスムーズに B 電極内まで移動した。

（Fig.1(b)）この後，B 電極間の電圧を 5.0[V]に上昇させることに

より，連続的に細胞輸送ができることを確認した。
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Fig.2 連続ハの字型電極による細胞輸送の様子（電極間電圧 A: 5.0[V]，B: 0.6[V] ）
A 電極開口部に赤血球がある状態から電圧印可し (a) 15[s]後，(b)36[s]後 の状態
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Fig.1 多電極による細胞分離と
回収のための輸送部の概念図
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